
佐伯教育事務所 令和6年度第1回学校訪問における「学校マネジメント」に係る取組事例③
【観点Ⅳ】 「学校・家庭・地域による目標の共有・協働」

取組実践校：佐伯市立本匠中学校（生徒数 １０名 ４学級）
「『俳句』を通じた体験・交流活動を『目指す資質・能力の育成』につなげるための工夫」

①「俳句」を中心とした体験・交流活動のカリキュラムマネジメント
②体験・交流活動による学びを生徒に自覚させ、目指す資質・能力の育成につなげる工夫

ポイント①体験活動を様々な教科と関連させながらカリキュラムに位置付けている
②学んだことを発信し、的確な振り返りを行うことで自己の成長をメタ認知させている

茶話会（福祉）⇒友愛・社会貢献
地域の方々や豊南高校の生徒を招いて
・茶園で摘んだ因尾茶を味わってもらう
・地域の方々に向けて俳句教室を開く

★山形で学んだ俳句の楽しみを地域の方々に広げ、コ
ミュニケーションを楽しむ。

★地域の方々の俳句を校内に掲示。生徒の作品に地域
の方々からコメントを書いてもらう予定。

育成を目指す資質・能力 ＝ 「自主・創造・友愛・社会貢献」

茶育⇒自主・社会貢献
因尾茶を栽培することで地域の良さを

再確認
・地域協育コーディネーターと連携した茶園の整備や
茶摘み、釜炒り茶づくり、製茶販売などの体験学習

★体験学習で感じたことを俳句で表現。
★茶育を通して地域の方々とのつながりを深める。

行政機関との連携⇒創造・社会貢献
本匠振興局の協力のもと、『郷土本匠広報大使』とし
て山形市立山寺中学校を訪ねての交流・学習

・俳句でお互いの地域のよさを交流
・俳人から俳句の作り方について学ぶ

★山形で学んできたことを地域の方々へ還元する。（学校運営協議
会や文化芸術祭など、様々な機会を捉えて報告の場を設定）

★高齢者を学校に招いて俳句の作り方を教え、交流を深める。

本匠中
「俳句づくり」
国語科

キャリア教育⇒自主・創造
ローカルにしてグローバルな人材の育成

・米華大学（地域の高齢者）、本匠地区社会福祉協議会、本匠振興
局、豊南高校、山形市立山寺小中学校など、様々な人々と触れ合う
ことにより、多様な考え方や職業があることを知る

★学習したことを振り返り、自己の生き方について考える。

発信（発表や俳句集づくり）やフィードバック（地域の方への還元）の工夫
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